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ニュース・情報 

お寄せください。  

 

 

１）高齢者が楽しみながら 

健康維持できる推進事業         

２）歴史と自然を守り 

伝統文化の伝承 

３）住民どうしのつながりと 

   安全・安心なまちづくり 

令和６年５月１日発行 第１１０号  

 

 

 

４月２０日（土）午前１０時から大島交流センター、大島

まちづくり推進委員会共催で開催しましたイベントに、出演

し盛り立てていただきました「川東中学校吹奏楽部」「浜っ鼓

☆弾☆ＤＡＮ」の皆様ありがとうございました。 

 また、当日ご参加いただきました島内外の皆様、交流しな

がら楽しい一時を過ごしていただけたと思います。これから

も皆様が参加して楽しんでもらえるような講座を実施したい

と思います。 

 前日から草刈り、会場設営にご協力いただきました、有志

の皆様お世話になりました。ありがとうございました♪ 

 

 

 

 

 

 

   

  ３日（金）  憲法記念日 

  ４日（土）  みどりの日 

  ５日（日）  こどもの日 

  ６日（月）  振替休日 

  ７日（火）  館長部会 

 １０日（金）  主事部会 

 １７日（金）  主事補部会 

 ２１日（火）  研究大会部会 

 ２４日（金）  だれでも食堂 

 ２６日（日）  小学校運動会（別子山を除く） 

 ２６日（日）  連合自治会会長会 

  

 

納期限のお知らせ 

５月３１日（金） 

軽自動車税（種別割） 

期限内に納付をお願いいたします 

 

期限内に納付をお願いいたします 

 

 

家族・地域を守るため、 
防災士 資格を取得しませんか 

１ 日  時 令和６年８月３日（土）９：００～１６：５０ 

       令和６年８月４日（日）９：００～１７：４０ 

       ※２日間全て受講が必要です。 

２ 会  場 新居浜市消防防災合同庁舎５階 災害対策室 

３ 費  用 無料 

４ 申込方法 お住まいの地区の自治会長を通じて申し込み

をお願いいたします。 

      （申込み多数の場合は調整させていただ

く場合があります。） 

５ 問合せ先 危機管理課 ６５－１２８２ 

 

 

休館日 

 

 

 

 

  

 

 

 

４つの習慣 

①寝たばこは絶対にしない、させない 

②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない 

③こんろを使うときは火のそばを離れない 

④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く 

 

６つの対策 

①ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使用する 

②住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換する 

③部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカーテンは、防火品を使用する 

④消火器などを設置し、使い方を確認しておく 

⑤お年寄りや身体の不自由な人は避難経路と避難方法を常に確保し、備

えておく 

⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより地域ぐるみの防火対策を

行う 

 

住宅火災から いのちを守る１０のポイント 
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【光化学スモッグについて】 

新居浜市市民環境部環境エネルギー局環境衛生課 

 

自動車や工場から排出される窒素酸化物や炭化水素に強い日差しが作用することにより、光化学スモッグと呼ばれる、二次

的な汚染物質が発生します。 

毎年、４月から９月が、光化学スモッグが発生しやすい時期といわれており、大気中の濃度が高くなった場合、光化学スモッ

グ注意報が発令されます。もし、光化学スモッグ注意報が発令された場合には、次のことについてご配慮お願い申し上げます。 

 

１光化学スモッグが発生しやすい状況 

・日差しが強い。気温が高い。風が弱い。 

・遠くの山や建物がかすんで見えにくい日は要注意です。 

 

２光化学スモッグ注意報発令時に気をつけていただくこと 

・なるべく屋外には出ないようにし、激しい運動は避ける。 

・目やのどに刺激を感じた場合は、洗眼、うがい等し、屋内で安静にする（窓を閉める。）。 

・洗眼やうがいをしても症状がよくならない時は、医師の診察を受ける。 

・被害を受けた場合は、西条保健所、または市役所環境衛生課まで連絡する。 

西条保健所電話５６－１３００（代表）環境衛生課電話６５－１５１２（直通） 

 

 【微小粒子状物質（PM2.5）について】 
 

 大気中に浮遊している2.5㎛以下の小さな粒子のことを微小粒子状物質(PM2.5)と言い、非常に小さいため、肺の奥まで入り

やすく、呼吸器への影響が懸念されています。東予地域においてPM2.5の濃度が国の暫定指針値である日平均値が１立方メー

トルあたり７０マイクログラムを超えると予測される場合に、愛媛県が注意喚起を実施します。 

 

１注意喚起する時間帯 

(1)午前８時ごろ・・・屋外で活動する機会の増える日中の行動の目安として 

(2)午後１時ごろ・・・日中の濃度上昇を考慮し、午後からの活動に備えて 

※ただし、(1)により注意喚起を実施した場合には、(2)の注意喚起は実施しません。 

 

２注起喚起があった日の行動の目安 

・なるべく外出や屋外での激しい運動は控える。 

・呼吸器系や循環器系疾患のある者、小児、高齢者等においては、体調に応じて、より慎重に行動することが望まれる。 

・部屋の換気や窓の開閉を必要最小限にし、外気の屋内への侵入を減らし、その吸入を減らす。              

                                          

 

  

 

 

 


